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ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社 

 

 

堺市でＩＣＴを活用したデジタルリテラシー向上と 

ケアラー支援モデルの実証開始 

～シニアの”Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ”実現を目指して～ 

 

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社（グループＣＥＯ執行役社長：櫻田 謙悟、以下 

「ＳＯＭＰＯホールディングス」）は、地域のスマートシティへの取組みを後押しするため、堺市

において、シニア向けのデジタルリテラシー向上モデルプログラムと、在宅で家族を介護するケア

ラー※1を支援する新しい在宅介護モデルプログラムに関する実証を６月に開始します。 

 

１．背景・目的 

急激な人口減少と高齢化が進展する日本において、生産年齢人口の減少を補完する取組みが官民

を挙げて進められています。 

政府が目指す新たな社会 Society5.0（超スマート社会）※2においても住民が取り残されない仕組

みや誰もが安心できる社会保障制度の構築が重要とされており「多様な就労・社会参加」「健康寿

命の延伸」「医療・福祉サービス改革」「給付と負担の見直し等による社会保障の持続可能性の確

保」の４つを政策の柱として、誰もがより長く元気に活躍できる社会の実現を目指しています。

「健康寿命の延伸」には、シニアの“Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ”※3の実現が不可欠です。 

ＳＯＭＰＯホールディングスは、保険分野、生活習慣病予防・メンタルヘルスおよび健康経営関

連分野、介護および認知症予防分野を通じて「安心・安全・健康」に資するソリューションを提供

しています。 

堺市は、ＩＣＴ（情報通信技術）等の先端技術を活用し様々な地域課題の解決を図るとともに、

市民の利便性と生活の質の向上をめざす「スマートシティ」の取組みを推進しています。堺市の中

で最も人口の高齢化が進む南区では、介護等を取り巻く地域課題の解決に取り組むため、「スマー

ト区役所」の推進を掲げ、ＩＣＴ活用により安全・安心で高機能な市民サービスを提供することを

目指しています。 

このたびＳＯＭＰＯホールディングスは、堺市の「スマートシティ」の取組みを後押しすること

はシニアの”Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ”の実現に繋がると考え、ＩＣＴ活用が苦手なシニア向けにデ

ジタルディバイド解消を支援する体験型プログラムと新しい在宅介護モデル構築に向けた２種類の

実証を６月に開始します。本実証は堺市およびみずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社が共催

し、ＳＯＭＰＯホールディングスがコーディネートします。 
 

２．実証の概要 

（１）世界を広げるデジタル活用支援講座（デジタルディバイド解消プログラム） 

 総務省の令和元年通信利用動向調査によると、世帯のスマートフォン保有割合は年々上昇して

いるものの、年齢階層別では、６０代が約６５％、７０代が約３４％となっています。スマート

シティの取組みや技術革新が進展していくと、デジタルを活用した便利なサービスが創出される

ことが予見されますが、スマートフォンやタブレット等のデジタルデバイスに苦手意識のあるシ

ニアは、便利なサービスを享受できないことが想定されます。 

 ＳＯＭＰＯホールディングスは、スマート化が進む社会においてもデジタルを活用しシニアが

自分らしく豊かに生きる社会の実現を目的として、シニアに対して視認性の高いタブレットを活

用した体験型のプログラムを６月から堺市の南区役所で開催します。１コマ４５分で全３回（週



 

１回）の講座を通じて、音声検索や画像検索を学び、デジタルデバイスによって世界が広がる体

験をしていただき、「面白いからもっとやりたい」「日常で活かせそう」という気持ちを喚起し

ます。 
 

（２）ケアラーズ（在宅介護者）サロン（ＩＣＴ活用による家族介護の支援プログラム） 

ＳＯＭＰＯホールディングスは、全国で４００万人以上と推測される在宅で介護をするケアラ

ーの負担軽減と要介護者に対するケアの品質を高めることを目的に、ケアラー自身が参加できる

サロン運営の実証を行います。本実証を通じ、ケアラーおよび要介護者本人を起点とした地域で

のケアラー支援モデルの将来的な実現を目指します。 

ケアラーズサロンとは、地域のケアラーの方々が訪れ、介護知識・ケアの技術に加えて、在宅

介護を負担にしないマインドセットや、在宅介護の生活の中でスマホなどのデジタルツールの便

利な使い方を学べる場で、オンラインでも参加可能です。また、近隣のケアラー同士がサロンに

参加することで、地域での繋がりが生まれることも期待できます。今回の実証では、ケアラーが

抱える「情報不足」、「孤立」や「不安」について、ＩＣＴを活用しながら解決する場としてサ

ロンの効果を検証します。サロンは２０２１年６月から２か月間で１コマ２時間計８回（週１

回・各回とも 1回から参加可能）のワークショップ型で、堺市の南区役所で開催します。 

 

３．今後について 

ＳＯＭＰＯホールディングスは、地域のスマートシティの実現を後押しし、シニアの”Ｗｅｌ

ｌ－ｂｅｉｎｇ”に資する取組みを通じて、さまざまな社会的課題のソリューションを提供して

いきます。今後も、超スマート社会において、デジタルを活用し、人々が自分らしく豊かに生き

ることができるスマートコミュニティの実現に取り組んでいきます。 
 

※1 ケアラーとは、介護や看病、療育が必要な家族や近親者を無償でサポートする方を指します。 
※2 Society 5.0 とは、「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムに 

より、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）」（内閣府）と定義されています。 

※3“Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ”とは、身体的・精神的・社会的にも満たされた状態（ＷＨＯ定義）を指します。 
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【参考】各実証の概要について 

 

〇ケアラーズ（在宅介護者）サロンでのテキスト例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇世界を広げるデジタル活用支援講座（デジタルディバイド解消プログラム）の概要 
 

 


